














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第2の福音　［J153］　　　　Jl7．1－23 ○ × ×
第3の福音　［Mt306］　　　Mt26．63－75 ○ ○ ○




第6の福音　［Mr207］　　　Mr15．31－32 ○ ○ △
第7の福音　Mt332　　　　Mt27．33－54 ○ ○ ○
第8の福音　Mt317［L317］ ○ ○ 一
本節での小さなまとめとして，次のように言うことができる。
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1）Aについては，menologionという性質上当然のことながら，　VPと
　Ostrの間には小異が存在する。特に9月26日～10月6日にペリコペー
　で明確な異なりを示す。
2）Bについても，VPとOstrの間には小異が存する。特に〈第2の福
　音〉でのペリコペーの異なりが目立つ。
5．SとZとZ
　VPに用いられているこれら3文字につき，述べておきたい。ただし，あ
くまで刊本テクストに依拠していることを改めてことわっておく。今，
menologionに限定するが，この3文字については次のように言うことがで
きる。
　1）　Sは，もっぱら数字の〈6＞を表わす場合に用いられる。
　2）Sのヴァリアント竃は，語の綴りにのみ現われる。
　3）Zは，数字の表記および語の綴りの両面に現われる。ただし前者の場
　　合，通常通りく7＞を表わすのみならず，時に〈6＞をも表わすケースが
　　ある。
元来，［dz］を表わすグラゴル文字の転写に充てられるキリル文字のSは，
［dz］が早い時代に［z］に転移したため，3あるいはZ（ともに［z］）の文
字にとってかわられた。よってキリル文字Sは，もっぱら数字を表記する
場合のみ用いられるとされる。VPもこの例外ではない。
　Sが数字を表わす例は次の通りである。（）内に出現個所を示す。
　　S（132．17，137．15，145．28，157．27，165．31）
　　IS　（136．6，165．12）
　　KS（145．27）
　　HS（155．16）
　　pqs（132．18）
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　　P≧S（158ユ1）
　　POS（180．8）
　Sのヴァリアント冬は，キュリロス・メトディオス期に遡るとされる11
世紀ブルガリアのアプラコスであるSavには用いられていないという。し
かしながら，VPでは次に示すごとく語の綴りにおいて，あたかも語源の記
憶が保持されているかのような例が散見する（ここではsynaxarion部分で
の出現個所も示す）。
　　NOZ’E，（97．18，124．21），　ZBSZnA（145．12），1（iB「E）Zl［1［E）1（94．28），ζもJIO
　　（11．4，70．10，111．8，145．17，166．18），nPOyZH（13）（174．18），　MNOZもXb
　　（159．5）
ただし，145．17の〈ζh∫IO＞は〈ZB”O＞かもしれないとの注を有する。
［dz］からすでに［z］へと転移していることを反映する例かもしれない。
　問題は上記3）のうち，Zが通常に反して〈6＞を表示する場合である。
［dz］から［z］への音の転移と平行し，文字SとZが混同されてかかる事
態が生じたと推察される（cf．183．13の注〈T　6　M　BM，　T　el＞）。　Zを＜6＞と
読まざるをえないと判定する際の基準は，他本でのカレンダー部分の日付け
表記と祝祭対象，さらにAm　Noと実際のペリコペーとの照合である。　VP
のmenologionにおいて，　Zを〈6＞と読む個所は次の通りである。
　　Z　（＝6）　（120．12），　Z　（＝6）　（150．13）
　　ZI　（＝16）　（124．9）
　　qζ　（＝96）　（126．5）
　　KZ　（＝26）　（130．8，　158．4）
6．むすびとして
　以上VPのmenologionの特にカレンダー部分が実際にどうであるかを
読みとき，検討してきた。VPがパリンプセストであること，さらに欠葉や
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現存する葉であっても多くのcorruptionを含むという二重・三重の悪条件
があるものの，推察も含あて一応の全体像をとらえ得たと考える。本稿では
次の点を明らかにした。
　1）Menologionにおいて81のカレンダー項目を，〈12の福音〉において
　　8つの項目を確認した。
　2）Ostrとの間に差異が存在することを確認した。
　3）　カレンダー部分の日付け・祝祭対象・Incの型・Am　No・ペリコペー
　　等を詳細に検討すると，VPのmenologionには第一に少数の誤認が存
　　在すること，第二に記事が時に簡潔すぎ，時にまとまりがないという不
　　統一性が存することを感じる。すなわち，VPのmenologionはブルガ
　　リアないしマケドニアにおけるmenologion編集の完成への流れにあっ
　　て，整理・改新をも含あてその途上の作品であった可能性を推察せしめ
　　る（14）。
以上が主な事柄であるが，さらに細かな諸点をあげれば次のようである。
　4）　文字S・ζ・Zの混用が存在する。
　5）Incは，通常の型以外，別形や省略・付加，さらにIncを重ねて用い
　　るなど多様であり，未整理の感を抱かしめる。
　6）Jl4．11のフレーズ中，　VPには〈B’1・〉の代替として〈0＞を用いる異
　　文を掲載する。
　7）数個所のAmNoに明確な誤りが存する。単にキリル文字とグラゴル
　　文字の誤認によるもののほか，Ostrと共通して誤るものが存する。後
　　者は祖本からの伝統的な誤りを引き継ぐものかも知れない。
　8）Dogramad2ievaの記述と，意見を異にするケースがほんの少数存在
　　した。
上記の諸点は，他のカノン・テクスト，特にアプラコスであるAss・Sav
は無論，Ostr以外のArch等ロシア写本，ブルガリア写本との比較・検討
により，いっそう論じられなければならない。これは他日を期す。VPの
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synaxarion，ペリコペーのテクスト自体についても同様である。ただし，
VPの刊行テクストについては大きな制約が存在することを，ここで再び述
べておかなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）　筆者らのこれ迄の研究については次を参照されたい。岩井憲幸・服部文昭
　　「古代教会スラブ語の地方的変種から古代ロシア文語の萌芽にかかわる研究
　　一「アルハンゲリスク福音書」を中心として」（平成7年度～平成9年度科学
　　研究費補助金（基盤研究（c）（2））研究成果報告書），1998年3月；同上「古代
　　ロシア文語の萌芽期における特性の研究一「アルハンゲリスク福音書」を中
　　心として」（平成10年度～平成13年度同上），2002年3月；同上「古代ロシ
　　ア文語萌芽期の第二段階におけるハイブリッド性の多様さと重層性について」
　　（平成14年度～平成17年度同上），2006年3月；同上「古代ロシア文語萌芽
　　期の最終期における言語特性について」（平成18年度～平成21年度科学研究
　　費補助金（基盤研究（c））研究成果報告書），2010年3月。
（2）　この写本の重要性については次を見よ。千野栄一〈ヴァチカン・パリンプセ
　　スト・キリール・アプラコス〉，「窓」106，ナウカ，1998年9月。
（3）KpbcTaHoBの論文（参考文献C8）に2葉の写真が掲載されていて，パリン
　　プセストの状況の一端がうかがえる。
（4）詳細についてはKpbcTaHoB，1983（参考文献C8）等を見よ。
（5）VPの最後部に〈12の福音〉が位置することの特異性については次を見よ。
　　服部文昭〈『オストロミール福音書』，「アルハンゲリスク福音書』，『ムスチス
　　ラフ福音書』一古代ロシア文語萌芽期における位置づけ一〉（上掲科研費報
　　告書所収，2010年3月）。
（6）以下OCSおよびslavonからの表記は主にロシア文字大文字を用いて行な
　　うこととする。
（7）Tischendorfの第8版（参考文献A7）による。
（8）千野上掲論文参照。またHoralek（参考文献C9）pp．81～82参照。
（9）Praxapostolus　Achridanus．12世紀ブルガリアのキリル文字文献。
（10）　参照：岩井憲幸〈『オストロミール福音書』における前置詞o／obについ
　　て一その用法をあぐって〉，「ロシヤ語ロシヤ文学研究」13，日本ロシア文学
　　会，1981年10月。
（11）EBaHre”He　oT　MoaHHa　B　c”aB朋cKoX　TpanHllMH（参考文献A8）にも異読の
　　記載なし。ブルガリアのSav，　Vrac，　Dobr§，　Banもすべて〈Blb＞。　Horalek
　　（参考文献C9）にJl4．11の言及なし。
（12）Garの書（参考文献C4）pp．　483～508．
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（13）　Schaeken（参考文献B3）p．164は単にく丑POy3M＞と〈3＞で引用する。
（14）　注5服部論文参照。
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